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データ・AIの
知識・スキル

専門科目
データ・ＡＩの特徴を活かした
専門基礎授業

データの
活⽤･応⽤

プロジェクトデザイン
入門（実験）

プロジェクトデザイン
Ⅰ

プロジェクトデザイン
Ⅱ

プロジェクトデザイン
実践

⾝近な事象,仮説検証 簡単な実験データ 地域ﾃﾞｰﾀ×専⾨知識

ＰＤⅢ（卒業研究）
専門
ゼミ

実験による
ｱｲﾃﾞｱの具現化と
有効性検証

専⾨分野における
多様な解がある問題や
未知な問題に挑戦︕

研究室配属と
研究ﾃｰﾏ

ＰＤⅣ(修士研究)

社会や企業で実装できる
⾼度な専⾨⼒を活かした

問題への挑戦︕

進学

卒
業

Society5.0社会で活躍する人材育成「KIT数理データサイエンス教育プログラム」
（応用基礎レベル） ※令和２年度・令和３年度入学生用

AI基礎

ICT基礎

線形代数Ⅰ

基礎 基礎

導⼊/基礎/⼼得 AI基礎

修学基礎Ａ 導⼊

⼼得

建築のための
数理工Ⅰ

バイオ・化学の
ための数理Ⅰ

工学のための
数理工Ⅰ

情報のための
数学

DS基礎 DS基礎

DS基礎 DS基礎

DS基礎 DS基礎 DS基礎

チームで課題解決するプロセス
を学習。アイデア創出、実デー
タを活⽤し、課題解決の提案・
発表する

プロジェクトデザイン教育

主なプログラム
・短期インターンシップ
・オナーズプログラム
（学科プロジェクト・夢考房プロジェクト）
・クラスター研究室
・コーオプ教育

（
工
学
部/

情
報
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
学
部/

建
築
学
部/

バ
イ
オ
・
化
学
部
）

全
学
部

工学部 情報フロンティア学部 建築学部 バイオ・化学部
工学研究科

心理科学研究科

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究科

社会実装型教育研究活動

大学で身に付けた知識・スキルを社会で実装できる能力に転換するため
に、地域や企業等と連携し、社会にある実践的な課題解決に取り組む教
育。専攻する分野に限定せず幅広い視野で取り組み、現時点の学生自
身の強みや弱みの発見とキャリア教育に活かす。

DS基礎

DS基礎

DE基礎 機械プログラミング/数理モデルプログラミング/
プログラミング言語/電気電子プログラミング演習
/プログラミングⅠ/AIプログラミング入門（教養）

DE基礎 プログラミング基礎/
心理学のためのプログラミングⅠ

DE基礎 化学コンピュータ演習／
AIプログラミング入門（教養）

導⼊/基礎/⼼得
＊リテラシーレベル

＊応⽤基礎レベル
DS基礎 DE基礎 AI基礎

DS基礎

DE基礎

DE基礎 AIプログラミング入門（教養）

KIT数理データサイエンス オプション科目 数理・データサイエンス・AIを活用するための基礎的な知識・スキル

情報ネットワーク基礎

AI応用Ⅰ AI応用Ⅱ ビジネスデータサイエンス データサイエンス応用

IoT基礎 IoTﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ入門 IoT応用 ロボティクス基礎 エンベデッドシステム

ネットワークセキュリティ 技術者のための統計

基礎 DS基礎 DE基礎 AI基礎
AIプログラミング入門

■応用基礎レベルの修了要件
コーオプ教育やクラスター研究室で、企業と
連携して学んだスキルを活かす「社会実装
型教育」

応用基礎レベルの知識やスキルを活かすインターン
シップやコーオプ教育（教育価値を持つ就業体験）に
おいて、企業での実践的な問題発見解決業務に従事
し、地域や企業でのデータ活用を実践的に学習する。
さらに企業の先輩らと
ディスカッションを重ね、
新しい価値、課題解決
に向けた提案を行い、
イノベーション力を醸成
する。

プロジェクトデザイン教育（PD教育）は、「収集→整理
→分析→仮説→視覚化→報告する」検証プロセスを
通してチームで問題発見、課題解決学習を行う。
PDⅠはデータ整理手法を学習し、PDⅡは企業や自
治体等のデータを用いて実践的に学習する。学生は
相互に発表しあい、それぞれのデータの活用の仕方
を学び合う。またPD実践では、チームで提案するアイ
ディアの有効性の実験を行い、実験結果をデータを
使って論理的に説明を行う学習を行う。

■応用基礎レベルの特徴

専門の特徴に合わせた「データサイエン
ス基礎」「データエンジニアリング基礎」と
全学必修の「AI基礎」

社会における専門分野の知識・スキルに合わせ、
各専門で必要とされる数理的な分析・データの取
り扱いスキルを学習する「データサイエンス基礎」
（DS基礎）や、入手したデータを専門力を活かして
効果的に活用できるよう加工したり、プログラミン
グができる「データエンジニアリング基礎」の学習
を取り揃えている。
また「AI基礎」は全学必修で、リテラシー以外にも
AIの機械学習、ニューラルネットワーク、画像認識
処理を体験しながら学習することができる。専門の
どのように活用するか可能性は無限大。

地域の実課題・実データを活用したチーム
学習「プロジェクトデザイン教育」 で地域課
題解決の提案


